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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 1 2 月 6 日 ( 2 0 2 3 . 1 2 . 6 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 3 - 1 6 9 1 8 1 ( P 2 0 2 3 - 1 6 9 1 8 1 A )
【 公 開 日 】 令 和 5 年 1 1 月 2 9 日 ( 2 0 2 3 . 1 1 . 2 9 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 2 2 4
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 1 3 8 4 4 1 ( P 2 0 2 3 - 1 3 8 4 4 1 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ａ ６ １ Ｂ 1 7 / 1 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ａ ６ １ Ｂ 1 7 / 1 2 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 1 月 2 4 日 ( 2 0 2 3 . 1 1 . 2 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 リ ン グ 部 １ ０ ６ Ｃ は 、 先 端 支 持 ア ー ム １ ０ ６ Ａ お よ び 基 端 支 持 ア ー ム １ ０ ６ Ｂ に よ っ て  
支 持 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 先 端 支 持 ア ー ム １ ０ ６ Ａ は 、 そ の 先 端 で 先 端 キ ャ ッ プ 部 材 １  
０ ８ に 接 続 さ れ 、 軸 方 向 に 延 在 し 、 メ ッ シ ュ 部 １ ０ ２ の 中 心 近 傍 で 径 方 向 外 向 き に 湾 曲 し  
、 最 終 的 に リ ン グ 部 １ ０ ６ Ｃ に 接 続 さ れ る 。 同 様 に 、 基 端 支 持 ア ー ム １ ０ ６ Ｂ は 、 そ の 基  
端 で 基 端 キ ャ ッ プ 部 材 １ １ ０ に 接 続 さ れ 、 軸 方 向 に 延 在 し 、 メ ッ シ ュ 部 １ ０ ２ の 中 心 近 傍  
で 径 方 向 外 向 き に 湾 曲 し 、 最 終 的 に リ ン グ 部 １ ０ ６ Ｃ に 接 続 さ れ る 。 先 端 支 持 ア ー ム １ ０  
６ Ａ は 、 基 端 支 持 ア ー ム １ ０ ６ Ｂ の 接 続 点 と 正 反 対 の 位 置 で リ ン グ 部 １ ０ ６ Ｃ に 接 続 さ れ  
て も よ い 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 複 数 の 支 持 ア ー ム が 、 同 様 に 、 リ ン グ 部 １ ０ ６ Ｃ へ 接 続 さ  
れ て も よ い 。 例 え ば 、 ２ 、 ３ 、 ４ ま た は ５ つ の 支 持 ア ー ム が 、 リ ン グ 部 １ ０ ６ Ｃ の 基 端 側  
お よ び 先 端 側 の 両 方 に 備 え ら れ て い て も よ い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ７ に 最 も よ く 示 さ れ る よ う に 、 ワ イ ヤ １ １ ８ 、 １ ２ ０ は 、 プ ッ シ ャ １ １ ２ の 基 端 へ と  
、 外 側 管 状 層 １ ２ ６ 、 １ ２ ８ 内 で 基 端 側 に 延 在 す る 。 第 １ の ワ イ ヤ １ １ ８ は 先 端 電 気 接 点  
部 １ ３ ０ Ａ に 固 定 さ れ 、 第 ２ の ワ イ ヤ １ ２ ０ は コ ア ワ イ ヤ １ ２ ４ に 接 続 さ れ 、 コ ア ワ イ ヤ  
１ ２ ４ は 最 終 的 に 中 間 電 気 接 点 部 １ ３ ０ Ｂ に 接 続 さ れ る 。 こ れ ら の 接 点 部 は 、 （ 例 え ば 、  
絶 縁 ス ペ ー サ １ ３ ２ を 用 い て ） さ ら に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ 、 意 図 し な い 短 絡 を 防 止 す る 。 し  
た が っ て 、 先 端 電 気 接 点 部 １ ３ ０ Ａ お よ び 中 間 電 気 接 点 部 １ ３ ０ Ｂ に 電 力 を 印 加 す る こ と  
に よ っ て 、 電 気 的 に 活 性 な 回 路 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
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　 操 作 に つ い て 、 プ ッ シ ャ １ １ ２ を 内 部 に 有 す る カ テ ー テ ル １ １ ３ を 、 カ テ ー テ ル １ １ ３
の 先 端 が 標 的 閉 塞 部 位 に 隣 接 す る ま で 、 患 者 の 血 管 ま た は 内 腔 内 で 前 進 さ せ る 。 例 え ば 、  
カ テ ー テ ル １ １ ３ の 先 端 は 、 動 脈 瘤 の 中 ま た は そ の 入 り 口 に 配 置 さ れ 得 る 。 患 者 内 で の 前  
進 の 前 ま た は 挿 入 の 前 の い ず れ か に 、 電 気 接 点 部 １ ３ ０ Ａ 、 １ ３ ０ Ｂ お よ び １ ３ ０ Ｃ を 備  
え る プ ッ シ ャ １ １ ２ の 基 端 が 、 供 給 ユ ニ ッ ト １ ３ ４ の 差 込 口 １ ３ ４ Ａ に 挿 入 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 　 代 替 的 に 、 血 管 プ ラ グ １ ０ ０ を 一 時 的 に 使 用 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 血 管 プ  
ラ グ １ ０ ０ を 展 開 し 、 そ の 後 、 カ テ ー テ ル １ １ ３ 内 に 引 き 戻 す こ と 。
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